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絵コンテ制作支援システム(Hieroglyphs+Graphs=HieroGraphs)

何を発見したのか

Hierographsを用いた表現活動支援

・話上手な人はどのように話
の組み立て方をしているか

・わかりやすい話の構成，構
造とは何か

・面白い話とつまらない話の
違は何なのか

・面白い話にある共通の形式
というのはあるのか

歴史
（共感）

新規性
（驚き）

関連性
（つながり）

今回は［絵コンテ］
という形式で

表現内容を構成してみる

デザインリポジトリ 時間

準備

発表

熟成

分類

ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

技術

表現形式

　　　

音楽・美術・文学・映画・演劇・写真…

表現をするための要素

コンピューター
で支援

共作をする
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絵コンテ制作支援システム(Hieroglyphs+Graphs=HieroGraphs)

どのような意味を持つのか

Hierographsを用いた表現活動支援

・メディアの種類は多様で
あっても，表現する方法論
に根元的な相違はない

・表現素材（コンセプト）の
共用・分業・再利用が容易
になる

歴史
（共感）

新規性
（驚き）

関連性
（つながり）

今回は［絵コンテ］
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絵コンテ制作支援システム(Hieroglyphs+Graphs=HieroGraphs)

将来の具体像は

Hierographsを用いた表現活動支援

・コンテンツが無いと思っ
ている人にコンテンツが湧
き出てくるようなコンテンツ
想像の支援

・表現することを意識しなく
てもコミュニケーションがと
れる（以心伝心）ことを支
援する仕組みへの展開

歴史
（共感）

新規性
（驚き）

関連性
（つながり）

今回は［絵コンテ］
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１，歴史，現象，自然，発明，噂，

　　意見，物語

　　これらを第三者に伝えること

２，使える時間は限られている

３，話せる質量には限りがある

表現をするということは

１，ことば等共通の記号を用いる

２，ことば以外の表現手段を用いる
　　　絵画，工芸，音楽…マルチメディア？

３，以心伝心
　　　まだよく解明されていないもの，マルチメディア

　　　の先を行くもの？

表現するメディアとは

絵コンテ制作のノウハウは
日常の表現に役に立つか

シナリオの場合の手順

設定
・テーマ
・あらすじ
・人物
・環境

構成
・取捨選択
・順序立て

磨きをかける
・デフォルメ
・引用と省略

手直し
・前後関係
・過不足

コンテンツがない？

表現するコンテンツがない？

話題があるなしでやなくて，
相手が喜ぶ話題を提供することが
本来の姿である．
話がふくらむふくらまないは相手次第
なのである．
→コンテンツ，
　話題を作る装置が必要

コンテンツはあるが伝える
技がない？
→システムが技を助ける

時間切れで発表に突入
疲れ果てている
ここからが大事な部分
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タイトル

あらすじ

配役・小道具

シーン

タイトル 最後につける場合も多いが，テーマを簡潔に表したもの，もしくは内容を想像する，内容をふくらませる

含みをもったものである必要がある．

あらすじ テーマ，主張したいポイントを決定する．
展開についてもある程度ここで考えることとなる

絵コンテの構造

配役
小道具

主役，脇役，そして，登場する道具についてもここで考えることになる．

五感を駆使した表現を出来るかどうかはここで決まる．

シーン 必要な「歴史」「前提」などを明らかにしつつ，話を聞く側にわかるように，そして記憶できるような構成に

することが必要である．

聞き手がわからなくならないよう，緊張と弛緩を作る心配りが必要である．

台詞・ト書き 最小構成単位である．

登場人物の個性，環境，シーンにあったセリフが必要である．

また，すべてを台詞に頼らなくとも，「表情」「道具」による「語り」が可能である

カット 語りを構成する単位である
このカット１つに１つの意味を持たせることを考えてストーリーを構成することに努めることとなる

絵コンテ
の絵

セリフ，ト書きで表しきれないものをこの「絵」「絵文字」「挿入文字」によって補完することとなる

これでも伝えられない事は，シナリオ技法による伝達を諦めることとなる

絵 台詞 ト書き

カット
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これで何をやる？

物語の
アイデアを
出す

配役を
考える
セリフを
作る
カット割り
をする

時間
調整して
完成

作業の
効率化

(CGモデルの提供，３Dによる視点変更)

構成要素の
定型化

（システムとして実現）

完成物の
定型化

（システムとして提供）

創作活動
の共同制作の
可能性

（システム，ネットワークとして提供）

空間を用いた
表現技法

時間・空間・言語
の関係性構築

時間の流れ

絵コンテ
を作る

自由に編集可能
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シナリオ
の作成，カット割
画面

シーンの
登場人物／道具
の設定

カットの［絵］
の作成

Hierographsで実現する
計算機による創作活動の支援
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シナリオ＋絵コンテ＋配置図の完成図
これをPDFで出力すること可能
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セリフ，ト書きをの記入ウィンドウ
セリフはの名前は登録したものから選択する
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平面図，絵コンテの制作画面
平面図をクリックして３D画面ウィンドウで編集する
予め登録された登場人物，大道具，小道具が登場する
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絵コンテの制作画面
イメージをクリックしてペイントソフトでイメージを編集する
ペイントソフトは任意のソフト（BMPペイントデータ）
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ファイルの構成
共通（cast,La_f,seti,item），制作（３D配置データ）の３つのファイル群と
実行プログラム（Hierographs.exe)シナリオデータ（.hie）から構成される
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役作り（登場人物，大道具，小道具）
予め登録された３Dモデルからシーンで使用するオブジェクトを登録

３D編集画面に登場させる準備をする
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今後の方向性

• 古典の収集と解析
– シナリオの研究

• 共作システムへ
– 情報交換共有機構

• 空間の認識
– 奥行き感の表現

• 時間をともなった表現
– 情報デザイン


